
「借りたい本があるけど貸出中だった…。」

ということはありませんか？そんな時は、本の予約を

利用してください。「予約表」に記入して司書に渡し

てください。1人3冊まで予約できます。

雨の多い季節になり、アジサイの花もきれいに色付き始めました。図書室も賑わいを見せています。

図書館利用の決まりをきちんと守って、本の貸し借りや読書をしてください。皆が気持ちよく図書館

を利用できるといいですね。
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冊

「ウィズ・ユー 」 浜野 京子∥作 東京 くもん出版 2020.11 913/ハ

「アーニャは、きっと来る」 マイケル モーパーゴ∥作 佐藤 見果夢∥訳

Morpurgo Michael 東京 評論社 2020.3 933/モ

「牧野富太郎 日本植物学の父」
清水 洋美∥文 里見 和彦∥絵 東京 汐文社 2020.7 289/シ

中学3年生の悠人は高校受験を控えている。複雑な家庭環境の中で、次第に自分

の存在意義を見失ってしまう。日課にしていたランニングの途中、夜の公園で一人の

少女と出会う。朱音は、母親の介護に携わる“ヤングケアラー”だった。彼女の力にな

りたいと思うようになる悠人。自分以外の誰かを大切に思うことは、本当に素敵だな

と思える作品です。

第二次世界大戦中のフランス山間部の村。12歳の羊飼いの少年ジョーは、ユダヤ

人のアーニャの父と知り合い、子どもたちの亡命に手を貸すことになる。ドイツ兵が駐

留する中、村人が心を一つにして、命を守るために結束する。人間の力強さが、ひしひ

しと伝わってきます。

子どもたちに、身近なテーマですぐれた研究を行った科学者を紹介する児童書伝記

シリーズ。植物学者・牧野富太郎は日本全国の野山を駆け巡り、数多くの新種を発見

する。草木を愛し愛された、日本が誇る植物学の父。その研究にかける情熱と生き方、

支えたまわりの人物などを紹介。

第67回青少年読書感想文全国コンクール課題図書が発表になりました。中学生のみなさんにぜひ読

んでもらいたい良書です。図書館にあり、貸出しています。


